
地域の特色ある教育活動を応援し、開かれた教育環境を推進するための

情報を掲載していきます。 

 2019年４月１日より、公立・私立の保育園および認定こども園などに関する業務と幼稚園に関す

る業務を統合し、「幼児教育課」として教育委員会事務局内に新設しました。 

 また、教育施設の管理および整備体制のより一層の充実を図るため、「教育施設課」を新設し、

「幼児教育課」および「教育施設課」の新設に伴い、「鹿嶋っ子育成課」（小・中学校に関する業務）

と「教育総務課」（奨学金などに関する業務）を統合し、「総務就学課」となりました。 
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教育委員会事務局が新体制となりました 

教育施設課 

名称
変更 

新設 

新設 

教育委員会組織図 

総務就学課

幼児教育課 

教育指導課 

社会教育課 

中央図書館 

中央公民館 各地区公民館 

大野分館 

教育センター 

平井コミュニティーセンター 

青少年センター 

認定こども園・保育園・幼稚園 

学校給食センター、小・中学校 

スポーツ推進課 国体推進室 

    ◯第７４回国民体育大会 

        いきいき茨城ゆめ国体 

鹿嶋市開催競技 （成年・少年男子サッカー） 

◆期  日：９月２９日（日）～１０月３日（木） 

◆試 合：成年男子１６試合 

       少年男子２４試合 

◆会 場：県立カシマサッカースタジアム外４会場 
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こども福祉課の「保育

グループ」は、第２庁

舎１階から第２庁舎２

階へ移動し、幼児教

育課となりました。 

第２庁舎２階 

  各課配置図 



次のページへ 

続きます→ 

 英語を母国語とするオーストラリアに滞在

し、英語のみの生活を実体験します。 

◆対象：中学１～３年生 

は新規事業 

◯各種研修講座の実施 

 今日的な教育課題に応じた

様々な研修の企画運営を行

い、教職員の専門性の向上を

支援します。 

オーストラリア派遣事業 ◯鹿嶋市の英語教育 

 ＡＬＴやイングリッシュサポーターなど

を活用し、児童生徒の英語４技能

（「聞く」「話す」「読む」「書く」）を総合

的に高め、自分の考えや気持ちを伝え

合うことができる鹿嶋っ子を育成してい

きます。また、授業改善・指導力向上

プロジェクトなどを通じて教員の資質向

上を図ります。 

◯オリンピック・パラリンピック教育推進事業 

 トップアスリートを招き、夢をもつことやその夢

に向かって努力することの大切さ、仲間と協力

することの大切さなどを子ども達に伝えます。 

 今年度は公立小学校12校へ派遣します。 

 児童・生徒が安心して学校に通うための環境づくりを支援します。さらに、学力向

上のため、教職員に対する研修や指導を行い、教職員の資質能力の向上を図って

います。 

 小・中学校へ通う児童・生徒の学びの充実のために、教材・教具を整えるととも

に、安心して、楽しい学校生活を送ることができるよう、就学支援を行っています。 

◯小・中学校における環境整備 

 ３か年計画の最終年度として小学校１・２年生、中学

校１年生の机と椅子を新しいものに入れ替えます。これ

により、市内全小・中学校の机と椅子が更新されます。 

◯学校のＩＣＴ環境の整備 

小学校６校のタブレット246台（各校41台）を入れ替えます。

さらに、大型モニターを各小学校へ20台導入します。 

◯小中一貫教育の推進 

 新しい教育スタイルとして、平成30年

４月にスタートした高松小中一貫校をさ

らに支援していきます。 

◯中学校エアコン整備工事 

 市内４中学校（整備済の鹿野中学校を除く）

の普通教室等にエアコンを整備します。 

 市内全ての公立教育施設を総合的に整備します。教育施設とは小・中学校、教育・

保育施設、図書館や公民館などの社会教育施設やスポーツセンターなどの体育施設で

す。 

◯鹿嶋勤労文化会館改修工事 

◯スポーツセンター改修工事 

 エアコンやトイレの改修工事を行います。 

◯まちづくり市民センター改修工事 

 屋根や外壁等の改修工事を行います。 

 心身の健全な発達と豊かな生活に欠かせないスポーツ活動の普及・拡大に向けて各

種スポーツ大会の開催やスポーツ団体の支援をしています。 

◯主な事業 

・健康づくりスポーツ教室 

  →健康スポーツ教室の開催 

・学校スポーツ施設の開放 

  →市内小・中学校の体育館や校庭を開放 

・スポーツ団体育成支援 

  →スポーツ団体へ補助金交付 

・競技者育成支援 

  →全国大会出場者へ報奨金を交付 

幼児 

教育課 

国体 

推進室 

スポーツ 
推進課 

今年度の各課主要事業を 

紹介します！ 

教育 

施設課 

総務 

就学課 

 認定こども園・保育園・幼稚園にかかる幼児教育の窓口を公立・私立ともに一本化

し、幼児教育の質の向上を目指します。さらに、小学校への円滑な接続を推進します。 

◯認定こども園・保育園・幼稚園・小規模保育事業所

における運営支援 

 教育・保育にかかる費用や、一時預かり事業、乳児や障

がい児保育等に対する費用を支援します。 

◯就園児童の適正管理 

 保育ニーズを把握し、待機児童の

解消を図ります。 

教育 

指導課 

◯主な大会 

・2019茨城国際ユースサッカー大会 

・2019ネットボールアジアユース大会 

・第27回 サッカーフェスティバル大会 

・第29回 塚原卜伝杯武道大会 

・ビーチスポーツ大会（サッカー、バレー） 

・第45回 駅伝大会 

国際 

◯就学前と小学校教育をつなぐ！ 

 幼児期の自発的な遊びを通して育まれた育ちや学びが小学校以降の教育

の土台となります。 

 この幼児期の「育ちと学び」をつなぐことを目的として、鹿嶋市では「アプロー

チ・スタートカリキュラム」を策定し、市内の全幼児教育・保育施設で活用して

います。 

 幼・保の窓口が教育委員会内に一本化されたことにより、幼児期の学びが小

学校での学びに生かされつながるよう、いっそう取り組みを強化していきます。 

教育 

センター 

◯プログラミング 

教育の充実 

 整備されたＩＣＴ環境

を活用しながら、論理

的な思考力を身につ

けるための学習活動を

授業に取り入れます。 

◯教育相談窓口の充実 

 児童、生徒はもとより保護者、教職員を対象に

様々な問題について教育相談を行っています。 

 就学相談では、幼児や児童生徒の適切な発

達や教育について、障がいの状況及び適性等を

的確に把握し、保護者や学校、園の教職員とと

もによりよい就学や支援方法を探り、子ども達の

成長を継続的に支援します。 

 新たに、幼児教育アドバイザーを配置し、更に

充実した相談体制となっています。 ◯適応指導教室「ゆうゆう広

場」の運営 

国際 



中央 

図書館 

◯学校図書館との連携強化 

 市内全小・中学校へ司書が配置され、学

校図書館を開館しています。各館では図書

館間相互貸借※を実施する等、児童・生徒

にとって、より図書が身近になるよう取り組ん

でいます。 

中央 

公民館 

 青少年から高齢者までが、「いつでも、どこでも、だれでも」日常生活を通じて

自発的に学習活動を続け、心豊かで生きがいのある生活を築いていくことがで

きるよう、各機関と連携を図りながら、生涯学習活動の支援・推進に努めていま

す。また、児童クラブ等、放課後における子ども達の安全で安心な居場所づく

り、文化財の保護・活用に係る事業の充実を図ります。 

社会 

教育課 

は新規事業 

かしま子ども大学 
◆対象：市内に住所を有する小学４～６年生 

◆定員：30名 

◆費用：3,600円 

◆講座：７講座 

※応募方法等、詳しい内容については学校へ配

付するチラシ、ホームペー

ジ、または社会教育課へ

◯電子図書館の充実 

 コンテンツ数の充実はもと

より、電子図書館利用者の

更なる増加に向けて、周知

に力をいれていきます。 

 従来の図書による貸出しの他に、電子図書館の認知度を高め、地域の知の拠

点として、市民にとって便利で役立つ図書館を目指します。また、学校図書館と

連携し、児童・生徒の積極的な読書活動を推進します。 

＜問合せ＞ 

 社会教育課 

 ℡：0299-82-2911 

 学校教育の枠を飛び出し、幼少期から幅広い知

識の習得や経験を積むことによって、子ども達の好

奇心や疑問に応え、真の学びの力を育むことを目

的として、「かしま子ども大学」を開校します。 

 小学４～６年生を対象に子ども達が興味をもてる

ようなテーマを設定し、地域の人材を外部講師とし

て招き、講義を行います。 

◯地域住民主体のまちづくり活動 

 各地区まちづくり委員会へ公民館事業

を委託し、地域の特色をいかした学習・

まちづくり活動を推進します。 

 また、2020年に開催される東京オリン

ピックに向けて、大会開催の機運醸成の

ための取り組みを併せて展開していきま

す。 

 住民同士が「つどう」「まなぶ」「むすぶ」ことを促し、主体的な人づくり、地域

づくり、まちづくり活動を支援しています。また、各地区公民館を中心に、地域

におけるまちづくり市民活動のネットワーク形成を目指します。 

◯まちづくり市民大会の開催 

 市民の主体的な学習活動やまちづく

り活動の成果や課題を共有し、先駆的

な事例を学びながら、目指すべき「市

民と共に創るまちづくり」について話し

合います。 

※図書館間相互貸借 

他の学校図書館や図

書館にある本を借りる

ことができるサービス

です。 


